
 
 

５年後を目途に政府による生産数量目標の配分を取りやめるなど、米生産調整政策は大

きく転換されることになりました。また、農林水産業・地域の活力創造本部は今後１０年

間で農業農村全体の所得倍増や担い手が農地の８０％を占める農業構造を目指すなど、新

たな政策改革プランを決定しています。 

 昨年合意に至らなかったＴＰＰも次回閣僚会議での早期の合意が目指されており、今年

は農業・農政上の重要な課題が年初から山積しています。 

 こうした情勢なので今回の研究会では米政策転換を中心に、現在進められている政策改

革の方向について自民党の責任者と生産者のそれぞれの方からご報告をいただくことにし

ました。多数の皆さんのご参加を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

○日 時：２０１４年３月８日（土）午後１時３０分～５時 

○場 所：日本橋公会堂 第３・４洋室（２階） 

東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目３１－１ 

（ＴＥＬ：０３－３６６６－４２５５） 

（会場への案内は裏面参照） 

○参加費：会員は無料。会員外は５００円（資料代）。 

参加者は事前に申し込んで下さい。 

          尚、研究会終了後、懇親会を予定していますので 

ご参加下さい（会費４０００円）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報 告】 

Ⅰ「自民党の米政策と農業･農政改革の方向」 

    自民党農林部会部会長代理・参議院議員 山田俊男氏 

Ⅱ「生産者からの米政策への提言について」 

ＪＡ山形おきたま経営管理委員 若林英毅氏                        

 【司 会】 

    谷口信和氏（東京農業大学教授） 

 
＜問い合わせ・参加申込み＞  農業協同組合研究会 事務局 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 3-1-15 藤野ビル（農協協会内） 

ＴＥＬ：03－3639－1121  ＦＡＸ：03－3639－1120 

Ｅメール：nokyoken@jacom.or.jp 

 

農業協同組合研究会 第２０回研究会 

 



 

 


